
工事実施計画の記載事項の変更箇所 

 全国新幹線鉄道整備法施行規則第２条第１項の工事実施計画の記載事項のうち変更するものは、

次のとおり。 

３．線路の位置 添附図面のとおり 

７．工事方法 

カ．き電線、送電線及び配電線（低圧のものを除く。）の架設方式、種類及び太さ 

種別 架設方式 種類 太さ 

き電線 地上式 

または 

地中式 

特別高圧用ケーブル 

（架橋ポリエチレンケーブル） 

６００～８００ｍ㎡ 

送電線 地上式 

または 

地中式 

特別高圧用ケーブル 

（架橋ポリエチレンケーブル） 

１００～４００ｍ㎡ 

配電線 

（低圧のものを

除く。） 

地上式 

または 

地中式 

特別高圧用ケーブル 

（架橋ポリエチレンケーブル） 

または 

高圧用ケーブル 

（架橋ポリエチレンケーブル） 

２２～４００ｍ㎡ 

ヨ．発電所及び変電所の概要 

き電用変電所 

新 設 １４箇所 

受 電 １５４ｋＶ ２回線 １０箇所 

６６ｋＶ ２回線、３３ｋＶ １回線 １箇所 

７７ｋＶ ２回線、３３ｋＶ １回線 １箇所 

１５４ｋＶ ３回線 １箇所 

１５４ｋＶ ２回線、７７ｋＶ １回線 １箇所 

変 圧 器  主変圧器（最大２００ＭＶＡ） ２組 １０箇所 

き電用変圧器（最大８０ＭＶＡ）３組 ２箇所 

 主変圧器（最大６０ＭＶＡ）  ４組 ２箇所 

指令所より遠方監視制御を行う。 

８．工 事 予 算 別紙のとおり 

９．工事の着手及び完了の予定時期 

着手予定 認可の日 

完了予定 令和９年以降 



 
 

 

別   紙 

第１号様式 

中央新幹線品川・名古屋間（延長285km605m）工事費予算書  

項 目 金 額 備 考 

 

用 地 費 

路 盤 費 

橋 梁 費 

隧 道 費 

軌 道 費 

停 車 場 費 

車庫・検査修繕施設費 

諸 建 物 費 

電 灯 ・ 電 力 線 路 費 

通 信 線 路 費 

運 転 保 安 設 備 費 

防 護 設 備 費 

連 絡 設 備 費 

電 車 線 路 費 

発 電 所 ・ 変 電 所 費 

千円 

３６３，０１０，０００ 

１６３，９１６，０００ 

６６５，６００，０００ 

２，１３８，４８１，０００ 

８１３，４７０，０００ 

１，０５４，０６８，０００ 

１５９，２００，０００ 

５，１９０，０００ 

３９２，４００，０００ 

６７，９００，０００ 

６９，３００，０００ 

３，７８０，０００ 

――――――― 

１７１，４６０，０００ 

４３５，４３０，０００ 

 

小 計 ６，５０３，２０５，０００  

工 事 用 建 物 費 

工 事 用 機 械 費 

工 事 附 帯 費 

３４０，０００ 

１７，７００，０００ 

１９２，１１５，０００ 

 

小 計 ２１０，１５５，０００  

計 ６，７１３，３６０，０００  

車 両 費 ３３４，８８０，０００  

合 計 ７，０４８，２４０，０００  

１km 当たりの工事費 

（車両費を除く。） 
２３，５１０，０００ 

 

※ 消費税は含まない。 


